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　平成２０年度ＳＳＨ生徒研究発表会が、８月７日（木）

～８日（金）にパシフィコ横浜で開催され、本校の発表

生徒の引率をした報告をする。

　まず第１日目は全体会に引き続き６つの分科会に分か

れての発表であった。今年度の生徒発表は、平成１８年度

に指定された３１校の発表で、本校は第２分科会で６校の

うちの４番目の発表であった。第２分科会は物理分野と

数学分野の発表であった。本校は純粋に数学の内容で、

４校が物理分野（「高温超伝導体における磁気浮上現象」、

「周辺騒音軽減のための屈折を用いた音波集束の研究」、

「超音波の研究」、「RESEACH on the スペクトル～自作

分光器による天体の分光観測」）、残りの１校は化学と数

学を結びつけたもの（「銅金属葉のフラクタル成長とボロ

ノイ分割」）であり、いずれも実験に基づき、そこから考

察する内容であった。本校は「立体とその面に関する

様々な性質の研究」と題して、内容的には一般には多面

体は面にねじれなど歪みなく変形させることは出来ない

という先入観があるが、歪みなく変形させることは出来

ないだろうかという疑問から、過去の数学者の研究を調

べ、凸閉多面体では変形させることはできないが、凹部

を含む多面体では変形させることができることが知られ

ていることが分かり、それを実際に独自に作成すること

を試みたという内容であった。さらに立体面を何色かの

色で塗り分けるという問題で、ｍ個の穴があいた多面体

は、最低何色あれば塗り分けることが可能かというよう

な、純粋に数学の問題として研究した内容の発表であっ

た。

　この問題を追及したのは、高校２年生の１人の男子が

中心になった個人研究ではあったが、その発表への協力

として、高校２年生の男子３人、女子２人、高校１年生

の男子１人が応援に行き、他の生徒達の積極的な支援が

あり、質疑応答を含め３０分間の発表であったが、成功裏

に終えることができた。

　第１日目の最後に、各分科会で２日目に全体の場で発

表をする代表校の選出があった。プレゼンテーションの

方法、質疑に対する応答からみて期待はしていたが、残

念ながら本校は代表校には選出されなかった。代表校は

「銅金属葉のフラクタル成長とボロノイ分割」で発表し

た茨城県立水戸第二高等学校であったが、これは、金属

の結晶時に起こる分枝を繰り返して成長していく様（フ

ラクタル成長）と、化学と数学を結びつけたもので、内

容的にはそれほど高度な内容ではなかったが、高校生が

普段学習している身近な問題を、違う教科と結びつけて

考えるという観点が評価されたのではないかと思われ

る。

　また、各校の発表に対する講評があったが、全体的に

は、高校生としてサイエンスに対する迫り方、実験検証

する際のポイント等に対するアドバイスがあり、生徒達

には有益であったと考える。しかし、一部に講評者自身

の研究と絡めて、ある学校の取り組みは既に自分が今ま

でに発表してきている内容であるなど批判的なもので終

わった部分もあり、高校生に対してこれからどんな方法

で研究していったら良いのかの指針が全く示されなかっ

たのは、若者達を育てる研究者・教育者としては残念で

あった。

　第２日の午前中に、各分科会を代表する学校の研究発

表があった。第１分科会：佐野日本大学高等学校「加速

度の視覚認識装置の開発と研究」、第２分科会：茨城県立

水戸第二高等学校「銅金属葉のフラクタル成長とボロノ

イ分割」、第３分科会：長野県屋代高等学校「玄能石～上

田の不思議な石～」、第４分科会：宮崎県立宮崎北高等学

校「鉄（�）イオンに対する黒豆ポリフェノールの還元

作用について」、第５分科会：名古屋市立向陽高等学校

「花粉管伸長のしくみ」、第６分科会：ノートルダム清心

学園清心女子高等学校「サンショウウオの人工繁殖」の

６校であった。いずれも各分科会を代表するだけあり、

正々堂々とした自信に満ちた発表であり、高校生でここ

までやれるのかというものばかりであり、参加生徒には

良い刺激となったと思われる。

　１６年度ＳＳＨ指定５校、１７年度指定２２校、１８年度指定

３１校、１９年度指定３１校、２０年度指定５校の計９４校が参加

したポスターセッションは、１日目の午後、２日目の午

前にパシフィコ横浜国立大ホールのマリンロビーで行わ

れた。ほとんどの学校が部・クラブでの取り組みで、内

容的には、物理、化学、生物、地学など理科に関連して、

調査、実験、仮説、検証というもので、純粋に数学を扱

う学校は４～５校で、数学教員としては寂しい気がし

た。

　本校のポスターセッションは、生徒発表内容と同じ

テーマで、実際に、歪みなく変形できる多面体を展示し

たり、その多面体の展開図を配布したり、また、オイ

ラーの定理を漫画にして参加者に分かりやすく説明した
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りとプレゼンテーション方法を工夫して行った。多くの

参加者に聞いてもらえて、発表生徒は充実した２日間を

過ごすことができた。

　他校のポスターセッションは、一つのテーマのみに限

らず、幾つかのテーマについて行われていた。この点で

は、本校も授業の一環で行われた臨海実習、総合人間科

で行っている個人研究、サークルで行っている実験、検

証、ＳＬＰ�で行っている内容等、いろいろな角度から

幾つかの内容を取り上げても良いのではと思われた。本

校の目指すＳＳＨの目標として、いろいろな角度からサ

イエンスリテラシーを育てるという意味でもこれは必要

ではないかと思われる。

　最後に、今回生徒発表会に参加して、このような機会

を生徒達に提供することは意義があるとは思われるが、

この２日間ないしは準備からの３日間にかかる費用はか

なりのものであるように感じた。これに必要な経費を現

場に充てた方がもっと効果が出るように感じた。さらに

本校のような中高一貫校では、中学からの取り組みに対

しても財政的支援を行っていく方が生徒達の刺激は高ま

るように感じた。
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